
第49回 日本農業賞「大賞」受賞

埼玉県知事記者会見 ③

○受賞者有限会社小松沢レジャー農園

▶ 観光農園の先駆けとして、半世紀をかけて経営を発展

▶ 来園者が楽しめる企画を次々に立ち上げ、１年を通じて様々な体験が可能

▶ 地元の雇用を創出

☆ ＮＨＫ、ＪＡ全中、ＪＡ都道府県中央会が主催する全国レベルの賞

☆ 本県では18年ぶりの受賞！

受賞理由

経営内容

▶ いちご （12～６月） 7,000㎡

▶ ぶどう （８～11月） 16,000㎡

▶ しいたけ （通年） 原木栽培30,000本

その他、さつまいも掘り、マス釣りなど

▲ いちごハウス

▲ 昨年の表彰式

表彰式

日時 ３月７日（土）

15時30分～

場所 東京・ＮＨＫホール



いちごのシーズン到来！

美味しいいちごの季節がやってきました

◆収穫シーズン

１月下旬～５月がメイン

◆直売、観光農園などの

経営が盛ん

◆主な品種

とちおとめ、やよいひめ、

紅ほっぺなど

今が旬のいちご

埼玉いちごの生産状況（Ｈ２９年）

・昭和２８年加須市でいちご生産始まる。
・昭和３８年には作付面積全国１位。
(「埼玉ダナー」として一世を風靡)
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主な産地（作付面積ベスト６）

埼玉県知事記者会見 ④

いちご栽培

（農水省生産農業所得統計・
野菜生産出荷統計）

【県全体】
産 出 額 32億円
収 穫 量 3,120t
作付面積 106ha



埼玉県オリジナルいちご かおりん・あまりん
特 徴

愛称 かおりん あまりん

品種名 埼園い１号 埼園い３号

外観

味の特徴

個性的な香り、甘さ

と酸味がともに際立

つ濃厚な味

際立つ甘さとほのかな

酸味、ジューシーで爽

やかな味

栽培面積 約32a 約155a

◆平成１９年から品種育成を開始し、約１０年かけて完成
◆平成３１年２月に品種登録
◆埼玉県の限定生産

農園情報

◆かおりん･あまりんの

購入･つみとりができる

農園33件を公開(県HP)

検索いちご あまりん

愛称・イラスト

◆林家たい平師匠が命名、

キャラクター作画

◆ＰＲ資料やシールなどに

活用して知名度向上に貢献

県の取組

◆観光いちご農園での
販売

◆高級フルーツパーラー
等での販売

知名度を上げ市場出荷

埼玉県知事記者会見 ⑤

今後の展開

さいえん さいえん





県内各地でいちご狩りが楽しめます

埼玉県知事記者会見 ⑥

観光いちご農園の開設状況

◆いちごを使った簡単なスイーツづくり体験の提供
◆休憩・カフェスペースを併設する農園

親子連れでゆっくり楽しめます！

◆小さいお子さんでも収穫しや
すい高さの高設栽培
◆通路もゆったり、バリアフリー
の農園
◆パパ・ママ応援ショップ協賛
農園

主な市町村の農園数

秩父市 １４園
越谷市 ９園
横瀬町 ８園
さいたま市 ７園
吉見町 ５園

県内観光いちご農園 ９０農園
※県グリーン・ツーリズムポータルサイト掲載農園数（令和２年１月現在）

いちご狩り以外にも楽しみはいろいろ！

JAちちぶいちご部会の皆様



いちごの６次産業化

埼玉県知事記者会見 ⑦

異業種交流会を通じ、農業者と県内食品加工業者が
連携して商品を開発

２月５日 埼玉県農商工連携フェアでお披露目

今年度の新商品 商品の販売これまでの開発商品

過去５年間で、洋菓子を中心に
３５商品を開発

開発商品の分類

ロールケーキ プリン、サイダー、ジャム

ジェラート リキュール 農業者直営のスイーツ専門店

観光いちご農園や農産物
直売所などで販売

パティシエを雇用し、
スイーツなどを製造、
販売する農業者も登場

いちごバター いちごのぴくるす いちごようかん

分類 洋菓子 アイス類 飲料 ジャム類 その他

開発数 １７ ６ ４ ３ ５

道の駅 農産物直売所


